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水
田
や
バ
ナ
ナ
農
園
の
間

を
、
砂
ぼ
こ
り
を
上
げ
て
バ
イ

ク
が
走
っ
て
い
き
ま
す
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
首
都
、
プ
ノ
ン
ベ
ン

か
ら
南
西
へ
約
八
十
♂
の
チ

ャ
ン
バ
ッ
ク
小
学
校
。
今
年
五

月
十
四
日
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生

会
の
メ
ン
バ
ー
四
人
は
、
子
ど

も
た
ち
の
輪
の
中
に
い
ま
し

た
。

　
内
戦
末
期
の
急
造
校
舎
で
崩

壊
寸
前
だ
っ
た
学
校
は
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
高
校
生
会
の
募
金
で
再
建

さ
れ
、
こ
の
日
、
開
校
式
が
あ

っ
た
の
で
す
。
新
し
い
教
室
に

　
「
う
れ
し
い
で
す
」
と
目
を
輝

か
せ
る
子
ど
も
た
ち
。
英
語
、

日
本
語
、
ク
メ
ー
ル
語
が
飛
び

交
い
ま
す
。
な
か
な
か
言
葉
は四

人
は
ハ

J皿赦鎚∠(駅刺守屋　典4戈さん

循
鐙
こ
劈
優
」
参目

を
輝
か
せ
な
が
ら
メ
ン
バ

ー
の
周
り
に
集
ま
っ
て
き
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち

且
羅
３
月

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

Ｉ

Ｉ

ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

代
さ
ん
（
三
七
万
倉
敷
市
安
江
＝

に
活
動
に
つ
い
て
聞
き
ま
し

た
。

　
九
五
年
に
発
足
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
は
岡

Ｉ
モ
ニ
カ
を
吹
き
、
子
ど
も
と
　
（
岡
山
市
楢
津
）
の
プ
ロ
ジ
エ
　
い
ま
す
。
一
九
九
五
年
の
サ
ハ

一
緒
に
紙
飛
行
機
を
折
り
ま
し

た
。
心
の
通
い
合
う
ひ
と
と
き

は
、
あ
っ
と
言
う
問
に
過
ぎ
ま

し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
は
、
国

境
を
越
え
て
保
健
医
療
活
動
や

延
暦
収
受
を
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ク
ト
を
一
つ
選
び
、
支
援
し
て
リ
ン
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
に
入
り
、
高

校
生
会
を
担
当
す
る
守
屋
典

－
一
指
腿
言
計
別
言

　
　
　
　
４
－
７
７
３
０
）
は
国
際
貢
献
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
昧
の
あ
る
仲
間
を
募
集
中
。
活
動
は
毎
週
汽

金
曜
日
の
放
課
後
、
午
後
７
時
半
ご
ろ
ま
で
。
月
１
回
づ
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山
、
広
島
県
内
の
高
校
一
、
ニ
　
ィ
ー
ツ
ア
ー
で
ネ
パ
ー
ル
を
訪
の
商
店
街
や
駅
前
で
の
募
金
は

年
生
二
十
九
人
。
部
活
か
あ
っ
　
れ
、
貧
困
に
負
け
な
い
子
ど
も
二
年
間
で
二
十
回
。
九
九
年
ハ

た
り
遠
か
っ
た
り
で
全
員
は
そ
た
ち
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
月
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

ろ
い
ま
せ
ん
が
、
週
二
回
、
放
て
、
障
害
児
学
校
の
建
設
に
取
を
首
た
五
人
が
自
転
車
で
同
市

課
後
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
プ
ロ
　
り
組
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
か
ら
広
島
市
ま
で
走
り
、
募
金

ジ
ェ
ク
ト
の
勉
強
会
を
し
、
街
　
チ
ャ
ン
バ
ッ
ク
小
学
校
再
建
を
し
ま
し
た
。
炎
天
下
、
ト
ン

頭
募
金
の
計
画
を
立
て
て
い
ま
　
へ
の
活
動
は
九
九
年
か
ら
。
ネ
ル
だ
け
し
か
日
陰
の
な
い
二

す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
手
伝
い
、
ミ
学
校
の
周
り
に
は
内
戦
を
逃

ャ
ン
マ
ー
の
子
ど
も
病
院
運
営
れ
た
難
民
の
村
か
お
り
、
多
く

に
協
力
を
呼
び
掛
け
る
郵
便
の
　
の
孤
児
も
い
ま
す
。
校
舎
の
屋

発
送
な
ど
を
す
る
日
も
あ
り
ま
根
は
雨
漏
り
が
し
て
、
崩
れ
落

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
そ
う
で
し
た
。
教
室
は
狭
く
。

　
こ
れ
ま
で
に
手
掛
け
た
プ
ロ
子
ど
ち
は
本
の
下
で
授
業
を

ジ
ェ
ク
ト
は
五
つ
。
街
頭
募
金
受
け
た
り
し
て
い
た
そ
う
で

を
中
心
に
、
企
業
の
協
力
を
得
す
。

て
資
金
を
集
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
少
し
で
も
い
い
環
境
で
学
ぶ

　
九
六
年
の
中
国
・
雲
南
酉
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ー
心
を
動
か

大
地
震
で
は
被
災
し
た
小
学
校
さ
れ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
は

を
再
建
。
九
七
年
に
は
ス
タ
デ
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。
岡
山
市

ａ
雅
喬
一
価
荒
忠
一
脳

百
キ
ロ
を
二
日
か
け
て
走
り
抜
い

た
の
で
す
。

　
　
「
初
め
は
青
森
か
ら
下
関
ま

で
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
ほ

ど
。
行
動
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す

１ ‐

と
守
屋
さ
ん
。
ひ
た
む
き
な
活

動
を
通
し
て
、
一
人
の
力
は
小

さ
く
と
も
、
そ
れ
が
集
ま
れ
ば

大
き
な
こ
と
が
で
き
る
の
に
感

動
し
た
そ
う
で
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
は
中
国

・
雲
南
谷
の
子
ど
も
の
お
社
の

絵
で
絵
面
談
を
開
い
た
り
、
岡

山
市
内
の
平
福
、
芳
明
小
学
校

と
交
流
す
る
な
ど
活
動
の
幅
を

広
げ
て
き
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー

の
渋
谷
未
来
さ
ん
（
城
東
高
二

年
）
＝
岡
山
市
津
島
中
＝
は
「
私



た
ぢ
は
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が

ら
、
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
何

か
を
得
て
い
ま
す
。
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
、
楽

し
ん
で
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
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毎
月
１
回
、
ヤ
ン
グ
面
（
火
曜
日
）
に
掲
載

II謔･　･一一

ｌｊ

,

Ｓふ。

ﾌ:::y

・ 　 一 一
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子どもの様子にこちらも笑顔　　１
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･j山

弘

心 （
文
化
家
庭
部
・
小
林

展

っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
生
々
し
く
状

況
を
話
し
ま
す
。
保
健
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
ザ
ン
ビ
ア
に
旅
立
つ

人
に
「
気
を
つ
け
て
」
と
声
が

掛
か
り
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ド

ア
の
向
こ
う
は
世
界
と
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
す
。
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自
転
車
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募
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を
呼
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け
た
メ
ン
バ
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＝
9
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ｙ
ャ
ン
バ
ッ
ク
小
学
校
懸

　
ｉ
へ
岡
山
か
ら
広
島
ま
刃

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
集
ま
っ
た

メ
ン
バ
ー
の
隣
で
は
、
エ
ル
サ
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